








要約:ICD-10 草稿の診断基準に合致する Asperger 症候群(AS)と、その他の高機能広汎性

発達障害(HOPDD)(ビネー IQ≧71)で、WISC-R プロフィールと全訂版田中ビネーの項目通過

率の比較を行なった。AS は HOPDD より WISC-R 責語性 1Q が有意に高く、全 1Q は有意に高

い傾向があり、動作性 1Q では有意差がなかった。AS は HOPDD より、WISC-R 下位検査での

歪みが少なく、ビネー検査項目通過もより確実であった。AS と HOPDD を含めた高機能広

汎性発達障害は、広義の学習障害的状態と考え対応することが、臨床的には実際的である。


